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寛容の精神

物質的には足りて

いる国が何を求め

て戦争をするのか

ロシア・ウクライ

ナ戦争→互いに己の

正当性を主張

話合いで折り合い

をつけないで暴力

になってしまうの

はなぜか

それぞれ正さ・正

義を求めて白黒つ

けたくなる

不安だから。自信

がない。

何故、何に不安を

覚えるか

ドストエフスキー

の罪と罰→人の道

人を殺すという罪

を犯したらどうい

う罰を受けるか

神か人か。神（聖

書）の愛により救

済

専制主義→暴力を許

しているのはなぜ

か

覇権主義→神も人も

認めない

専制者は自分の望

むところに暴力で

従わせる

となりの人、違う

共同体、違う民族、

異文化、宗教と文→

不安が生じ争いに

なる

利害が生じる

格差が広がる ことば

「汝殺すなかれ」

という掟（聖書）

人の心

○○第一

人間が人間を殺し

合ってきた中から

生まれてきたこと

ば、掟

もともと持ってい

る欲、または正義→

曲げない
人間存立の危機感

人間の存立そのも

のが脅かされる→不

安、欲望

死を前提としてい

る

人間は簡単に人を

殺す

生理的欲求（食欲、性欲、睡眠・・）

安全と安定の欲求（安全、健康、財産・・）

所属と愛の欲求（集団所属、帰属、愛されたい）

自尊と承認欲求（認められたい、尊重されたい）

自己実現の欲求（向上心、達成感、能力発揮したい）

マズローの5段階欲

求仮説

承認欲求が満足さ

れないと理性が働

かなくなる

勝った先に何が得

られるのか

関係の中でつな

がっている

ウクライナ、パレ

スチナ

認める必要はない

が否定することも

ない
理解し合いたい

現代の戦争はゲー

ムのように人を殺

す

社会的な不安

共同体が悪を批判

しなくなる→戦争

倫理、教育→高い道

徳性を獲得

背後には憎しみの

充足、殺人欲が潜

んでいる

愛する者への悲哀→

自らの分身

集団の支配、アメ

とムチ



戦うこと自体は悪

ではない 人の成長にもなる

が、戦争にもなる

祈り→お互いのリス

ペクトが必要

「戦争はいや」と

いう感情、周りの

人と語ること

無知であることは

罪でもある

人間の根深い本質→

欲動の動き

根源的欲求→「快・

不快」の充足を目

標

「利己的な欲動」

と「残酷さの欲

動」

善でも悪でもない 反動形成→一人の人

間に「激しい愛」

と「強い憎しみ」

が同時に存在

エロス（愛）の欲

求→利己的欲動に影

響

社会的な欲動に変

貌

愛されたいがため

にそれを選択

外的な強制により

欲動を改造→教育と

環境

利己主義が「愛」

により利他主義に

愛→報償と処罰（ア

メとムチ）→偽善

戦争→国家、国民が

道徳的制約を放棄→

退行

人間→欲動を改造す

ることで文化的適

性を獲得

生活の影響で退行→

原始の状態に戻る

ドイツなどの世界

市民が、優れた知

性を持つ人々が

平和な時代→欲動が

改造されて再び優

れたものとなる

道徳性という仮面

を外し、原始の時

代の鬼畜の本性が

出てしまう

戦争という表現を

とらないようにす

ること

人間と人間の感情

的絆、共感→戦争を

防ぐ

知性が欲動を制御→

そうあって欲しい

が必ずしもそうな

らない

攻撃性を内部に向

けて良心に

お互いが認めあう

（承認）


